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大学ポートレート国際発信システム構築のための基本方針（案） 

 

○表示項目について 

 ・参加は大学の任意とする。 

 ・発信項目１２６項目は以下の３種類に分類する。 

◎：大学ポートレートで共通的に発信することが望まれる基本的な情報 

○：大学ポートレートで積極的に発信しようとする大学が選択的に発信することが望まれ

る情報 

◆：各大学が必要に応じて任意に発信することが望まれる情報 

 

 １）分類について 

・システムは◎、○、◆の全項目が入力できるよう設計する。 

・発信項目は基本情報／追加情報に分類、携帯端末対応のシンプルなレイアウトとする。 

・発信項目の内容は区分（案）の通り分類する。各項目は、複数区分に重複して表示すること

も有り得る。 

・区分（案）の英名や各項目がどの区分で表示されるべきかについては今後更に検討。 
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２）データの転記について 

・日本語版ポートレートに掲載されている数値等のデータは機構側で国際発信用システムにあ

らかじめ流し込む。 

・表示項目のうち外部サイトに掲載されているデータについては機構と関係団体とで調整、デ

ータを国際発信用システムに流し込み、大学の作業負担を軽減する。 

 ・掲載情報は可能な限り大学ポートレート内で完結するようにする。 

 

 

○検索項目について 

１）学問分野の検索について 
・既存のコードを利用、学問分野の選択（複数選択可）あるいはフリーワードによる絞り込み

検索を行えるようにする。 
→当該学部に複数の学問が含まれる場合は、複数の分野コードを選択。 

 

２）その他 

・フリーワード検索を充実させる。 

・大学ポートレート運営会議の委員等から要望のあった、入学時期（入試時期）、特別選抜の有

無（外国人特別選抜入試等）等を含めて検討する。 

・各種条件を閲覧者が入力する詳細な検索のほか、立地条件や関心分野等の嗜好を回答するこ

とで該当する大学が幅広く表示されるような、大学の選択肢が明確でない人でも利用しやす

い検索方法を合わせて設けることとする。 

 

 

○運用開始後のレイアウト等の変更について 

・運用開始後に閲覧者の検索状況を解析することで、適宜、検索項目や表示レイアウト等を変

更することとする。 

・そのほかの追加改修については原則システム構築後に対応するものとする。 

 

 

○今後のスケジュールについて 

・具体の開発に関しては実務者協議会にて検討していただくこととしたい。なお運営会議後に

調達をかけることになるため、入力方法等については並行して検討を行う。 

   

年度 大学改革支援・学位授与機構 日本私立学校振興・共済事業団 

平成 28 年度 
仕様策定・調達手続き 

システム構築開始 
  

平成 29 年度 
データ入力作業開始 

国際版公表 

仕様策定・調達手続き 

システム構築開始 

平成 30 年度   
入力作業開始 

国際版公表 

 


